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研究成果の概要（和文）：本研究課題は人間に近いより自然で多様な音声合成システムの実現を目指すものであり、研
究期間全体を通じて以下の項目について研究成果が得られた。
(1)アクセント、スタイル、文末表現などを総合的に考慮した音声コーパス構築法を提案し、その有効性を示した。(2)
ユーザによる主観的な感情の度合を定量化してモデル学習に組み込む新たな枠組を提案した。(3)強調表現を含む音声
を自動的に生成するため、声の高さを表す基本周波数(F0)に着目し、F0生成を利用した強調表現の自動ラベリングを実
現した。(4)言語の多様化手法として、目標話者の母国語音声のみからその話者の外国語音声を合成する手法を提案し
た。

研究成果の概要（英文）：Our goal in this research is to realize more human-like, natural text-to-speech sy
stem with various emotional expressions and speaking styles, and the achievements of our studies are as fo
llows:
(1)We proposed a novel corpus-design technique in which accent, style, and sentence-final expression are t
aken into account. (2)We incorporated user's subjective emotional intensities into acoustic model training
 to improve the performance of expressive speech synthesis. (3)We proposed an automatic labeling technique
 of emphasis expression using a parameter generation technique of fundamental frequency to realize emphati
c speech synthesis. (4)We proposed cross-lingual speech synthesis using only a target speaker's native lan
guage speech samples to synthesis multi-lingual speech at a low cost.
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１．研究開始当初の背景 
政府の公約である長期的戦略指針「イノベー
ション 25」にも掲げられるように，人間と自
然なコミュニケーションをとりながらサポ
ートを行うロボットの普及に向けての取り
組みが進められている．この実現のためには
人間に近い対話機能が必要となり，音声合成
はそのための重要な基盤技術の一つである．
近年，計算機の性能向上，合成技術の進歩に
よって，アナウンサーなどの読み上げ調の音
声については品質が大きく向上している．一
方で，ユーザにとってより自然で違和感のな
い音声対話インターフェースを実現するた
めには，人間と同様に，多種多様な感情，発
話様式，発話意図などのパラ言語を適切に表
現・変化させることができる高品質な音声合
成技術が必須となるが，未だ実用化には至っ
ていない． 
 
２．研究の目的 
本研究では，研究代表者らがこれまでに提案
してきた，感情や発話様式を表現・制御可能
な音声合成手法をさらに発展させ，あたかも
人間が話しているかのような，より多くの感
情・発話様式・発話意図が自然かつ多様に変
化する次世代の高品質音声合成システムの
実現を目指す．具体的には 
 
(1)実環境での利用において必要とされる
様々な感情・発話様式・発話意図などを含
んだ音声合成向けパラ言語音声データベ
ースの分析・構築 
(2)上記の音声コーパスを用いた，多様なパ
ラ言語表現が入り交じった高品質で人間
らしい音声合成技術の確立 

 
の 2項目について研究を進める． 
 
３．研究の方法 
研究期間は 3年間であり，研究目的の達成の
ため具体的な研究を以下の 4項目に分け，そ
れぞれについて実施した． 
 
(1)①. 模擬／自然発話による対話音声の収
録とパラ言語情報の分析 
(1)②. 対話音声の分析に基づくパラ言語音
声コーパスのデザインと構築 
(2)①. コンテキストの多様化による多様な
パラ言語情報を含んだ音声合成 
(2)②. 重回帰 HMM に基づく合成音声の多様
化・高品質化 
 
初年度(平成 23 年度) は，項目(1)①および
②の対話音声の分析および音声コーパスの
構築に重点をおいて研究を進めた．そして次
年度(平成 24 年度)以降は構築したコーパス
を利用し，項目(2)①および(2)②の合成音声
の多様化・高品質化技術の開発に重点をおい
て取り組んだ． 
 

４．研究成果 
本研究課題は、人間に近いより自然で多様な
音声合成システムの実現を目指すものであ
り、研究期間全体を通じて以下の項目につい
て研究成果が得られた。 
 
(1) 対話音声合成のための効率的なコーパス
デザイン法の確立 
アクセント、スタイル、文末表現などを総合
的に考慮した音声コーパス構築法を提案し、
その有効性を示した。 
 
(2) ユーザの主観に基づいた感情音声合成 
ユーザによる主観的な感情の度合を定量化
してモデル学習に組み込む新たな枠組を提
案し、その有効性を示した。 
 
(3) 話し言葉音声合成のための韻律モデルの
改善 
韻律の変動要因として ToBI ラベルに基づく
詳細な情報を導入した韻律単位HMMを提案し、
その有効性を示した。 
 
(4) 教師なし学習に基づく強調音声の合成 
強調表現を含む音声を自動的に生成するた
め、声の高さを表す基本周波数(F0)に着目し、
F0 生成を利用した強調表現の自動ラベリン
グを実現した。 
 
(5) 多様なスタイル音声生成のためのスタイ
ル変換法の提案 
複数の話者の通常音声と感情音声の間で変
換行列を推定しこれを目標話者の通常音声
のモデルに適用することで目標話者の読み
上げ音声のみから多様なスタイルを伴う音
声を生成できることを示した。 
 
(6) 歌声合成におけるスタイル制御法の提案 
スタイルとその度合いを直観的に変化させ
ることができる重回帰隠れセミマルコフモ
デルに基づく歌唱スタイル制御法を提案し
た。 
 
(7) 共有決定木に基づくクロスリンガル音声
合成 
言語の多様化手法として、目標話者の母国語
音声のみからその話者の外国語音声を合成
する手法を提案した。 
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